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ニックに関する説明こそないが，実行可能基底が与えら  

れた場合から始まって，2段階単体法，有界単体法，改  

訂単体法と説明が続く．商用コードは無理だが，この事  

を読むだけで卒論や修論に使うコードなら十分書き上げ  

ることができる．   

第4章の「内点法」で取り上げられているのはDikin  

のアルゴリズムだけである．いささか物足りなさを感じ  

るが，これは単体法発案者の内点法に対する意地悪など  

ではなく，その膨大なバリエーションを入門編である第  

1部の中に納めきれなかっただけのことだ．歴史的な経  

緯と理解の容易さから，ここではDikinのアルゴリズ  

ムが選ばれているが，第2部では96年現在における内  

点法のステート・オブ・アーツが紹介されるとのことな  

ので，今からその発刊が待ち遠しい．   

第5章の「双対性」は線形計画法の理論的な後ろ盾と  

なる重要な概念だが，詳細は第2部にゆずられており，  

ここではごくあっさりと片付けられている．その代わり  

応用に直接役立つものとして，第6章には一見したと  

ころ線形計画問題に見えない問題，つまり絶対値を含む  

問題や，複数の線形関数の最大値の最小化，エ1，上∞ノ  

ルムによる曲線のあてはめなどを線形計画法で処理する  

方法が述べられている．   

第7章の「価格機構と感度分析」では，かなり詳しく  

単体法の経済学的解釈が行われている．線形計画問題が  

Leontiefの投入産出モデルを原型とし，また黎明期には  

Koopmansが経済学における最重要課題であった稀少  

資源の最適配分問題を線形計画法によって解決したこと  

を思えば，Dantzigにとって，こうしたトピックスに多  

くのページを割くのは当然のことなのかもしれない．   

三分の一のページを残したところで線形計画法の基礎  

は終わり，次にネットワーク流の話が始まる．その皮切  

りとなる第8章「輸送と割当問題」には，いくつかの数  

値例を使って飛び石法などの古典的アルゴリズムが紹介  

してある．第9章ではより本格的に，最大流問題に対す  

る増量可能路法，最短路問題とD臼kstra法，最小全域  

木が解説され，最後は最小費用流問題で締めくくられて  
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この本が発刊されたのは97年だから，99年の今で  

はもう新刊書といえないし，すでにお読みの方も少な  

くないだろう．書評を頼まれたのは去年のOR学会秋季  

発表会のときだったから，1年以上も書棚に飾ってあっ  

たことになる．さぼっていたと言われても反論できない  

が，第一著者の名前に気後れしてなかなか筆をとる気に  

なれなかった．その著者の名はGeorgeB．Dantzig，線  

形計画法の父であり，オペレーションズ・リサーチを確  

立した最重要人物の一人である．この本は，Dantzigが  

36年前に世に出した古典的名著上京neαrP和g用mm両  

αれd助feれβ盲0れβ［31を，その弟子Thapaとともに全面  

的にリニューアルした三部作の第1部なのだ．第2，3  

部は未刊だが，テーマごとに三部に分かれているのでは  

なく，第1部では学部学生を村象に線形計画法のアイデ  

アを一通り，平易に説明することが目的とされ，定理の  

証明など詳細は第2部以降へと先送りされている．しか  

し，そのことでこの本が数学的な厳密さを欠くという議  

論は的をはずれている．そもそも，この本は数学やアル  

ゴリズムの教科書ではなく，「線形計画法」の教科書だか  

らだ．Dantzig自身が序文でも述べているように「線形  

計画法」を支えているのはモデルとアルゴリズムとコン  

ビュー一夕（ソフトウェア）の三本柱であって，アルゴリ  

ズムだけが線形計画法ではない．その意味で，この本は  

正しく「線形計画法」の入門書といえる．   

さて，本の内容を車ごとに追っていこう．第1車では，  

「線形計画問題」と題して様々な問題例が紹介されてい  

る．しかし，通常の教科書とは異なり，さらに踏み込ん  

でモデル化の方法をアルゴリズミックに二通り紹介し，  

それぞれの手順に従って丁寧に生産計画問題を線形計画  

問題へと定式化して見せてくれる．そのために第4章  

「内点法」の実に倍以上のページ数を割き，三本柱の一  

つ「モデル」の重要性を訴えている．   

第2章で2変数の問題と2制約条件の問題のグラフィ  

カルな解法を紹介したのち，第3章でいよいよ「単体法」  

が登場する．基底行列のLU分解（付録B「線形方程  

式」に説明がある）や横形式などコーディング上のテク  
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いる．ここでも，計算の複雑さなどの議論は最小限にと  

どめられ，最小費用流問題に対するアルゴリズムも実用  

性本位のネットワーク単体法のみが紹介されている．   

各章末には，本文に書ききれなかった細かな事項に関  

する注釈がまとめられているが，そこでの若者達のうん  

ちくが楽しい．また，豊富な演習問題もこの本の特徴で  

あり，その中には若者達が教鞭をとるStanfbrd大学の  

博士課程で出題された問題も含まれている．   

付録A「線形代数」，付録B「線形方程式」のほかに，  

この本にはうれしいオマケが二つ付いている．その一  

つは，Dantzigの書く12ページにわたる序文“Linear  

Programmlng－TheStoryAboutHowItBegan：Some  
legends，alittle a・boutits historicalsignificance，and  

COmmentS about whereits many mathematicalpro－  

grammingextensionsmaybeheaded”である．ほぼ同  

じものがLenstra他編のガ盲如r封げ〟α兢emα才戎cαJPro一  

夕用mm去れg［5】にも掲載されているので内容をご存じの  

方も多いかもしれないが，副題の通りに線形計画法の  

研究がどのようにして始まったかが，今や神話と化した  

数々のエピソードを交えてⅠ（私）を主語に語られてい  

る．数理計画法の研究に携わる者にとっては鳥肌が立つ  

ほどにエキサイティングであり，また，そうでない人に  

とっても，下手な小説や映画などより余程おもしろく，  

一読の価値がある．   

そしてもう一つのオマケが最近流行のCD－ROMで  

ある．中にはThapaの手による主単体法，Dikinの内  

点法，感度分析，ネットワーク流問題に対する各アルゴ  

リズムのソフトウェアが収められており，Windows上  

で起動する．処理できる問題規模は，普通の線形計画問  

題で50変数，25制約式とかわいらしいものだが，章未  

聞題のいくつかはこのソフトウェアを使って解くように  

なっており，その目的のためには十分である．ピボット  

や歩み幅をユーザーが決めることもできるので，手計算  

に煩わされることなく，アルゴリズムの振る舞いを理解  

することができる．学生時代，紙と鉛筆を使って単体表  

と格闘した評者にとって，まさに隔世の感がある．   

エ哀れeαγPγOg用mm哀れgαれd励才eriβ盲orほやGassのム五和一  
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形計画法の教科書の第一世代とすれば，Chv嵐tal［2］や  

Bazaraa他［1］は第二世代の最もポピュラーな教科書だ．  

評者が線形計画法を学んだのも第二世代の教科書からで  

あるが，その頃を境にして線形計画法に占めるアルゴリ  

ズムの割合は徐々に高まり，Schrijver［7］やPadberg［6］  

674（34）  

に至っては最早ORの教科書と呼びづらいまでの内容に  

進化した．それら第二世代以降の教科書に比べ，この  

エ去れeαrj〕和g和mm如jは明らかに異なる．モデルとア  

ルゴリズム，コンピュータをバランスよく扱い，むしろ  

先祖返りしているようにすら思える．下敷きとなってい  

るのが第一世代の上古れedrPγ0♂和mm哀れgdれd助才enβわれβ  

であることもあろうが，これをアルゴリズムに偏りす  

ぎて線形計画法の敷居が高くなってしまったことへの警  

鐘と受けとめたい．しかし，この本が第三世代のスタ  

ンダー ドとなりうるかは，これに続く第2部，第3部を  

実際に手に取ってみないことには判断がつかない．はし  

がきの予告によれば，第2部の“Theory＆Implemen－  

tation”は大学院生向け，第3部の“StructuredLPs  

PlanningUnderUncertainty”はセミナーの教材などに  

適した，さらに高度な内容となるようだ．したがって，  

学部学生が第1部から順に読み進めば，大学院を卒業す  

る頃には立派なORワーカーができあがる寸法となって  

いる．  （筑波大学 久野誉人）  
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